
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

・宮平弓道場や奥武山弓道場の利用を想定とした内容 

・他の会場については、その射場に応じた歩数で実施すること 

 

「履歴」 

作成：2024 年 10 月 16 日 

更新：2025 年 07 月 20 日 

 

 

 

 

沖縄県弓道連盟 

（講習会担当） 
  

講習会資料 
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【入場口での待ち方】 

 

・奥武山弓道場の場合 

 奥武山弓道場は、広いため１番目は、執弓の姿勢を取り、弓の先が入場口から出ない

ようにする。２番目以降は、前の人の右側に弓の先を置き、詰めて待つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・宮平弓道場に場合 

 宮平弓道場は、狭いため１番目は、入場口に近づき、弓の先を右側に置き、弓の先が

入場口から出ないようにする。２番目以降も前の人の右側に弓の先を置き、詰めて待つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入場口 

弓の先（末はず）を入場口の

少し手前に 

入場口 

１番を正面から見た場合 

弓の先（末はず）を正面ではな

く、右側に置く 

弓の先（末はず）は、前の人

の右側に置く 

弓の先（末はず）は、前の人

の右側に置く 
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【入場方法】 

１．入場時の足のさばき方 

（１）  １番立ちの場合 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 
2 

3 

4 5 6 7 8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

体を神棚に向ける 

直角に曲がること 

12 歩目は、Ⅼ字形に小足に踏み出す 

礼（４５度） 

【注意事項】 

・足の運びに呼吸を合わせる 

・歩く速度は、７０テンポ 

【注意事項】 

男性は、３センチ開ける 

女性は閉じる 

【弓礼・弓法問答集】 

＜先頭＞ 

①吸う息で左足を的正面にやや大きく踏み出し、 

②吐く息で上座に向かい（上座は神棚がある場合

は神棚、無い場合は国旗、国旗も無い場合は審

査委員長のあたり）右足を踏み出す。 

③吸う息で左足を右足に揃え、上座に意を注ぎ、 

④息を吐く。 

⑤吸う息で礼をして（45 度屈体） 

⑥息を吐く。 

⑦吸う息で体を起こし、 

⑧息を吐く。 

⑨吸う息で左足を踏み出す。 
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（２）２番立ち以降の場合 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 

５ ６ 

７ 

８ 

体を神棚に向ける 

1 
2 

３ ４ 

注意 

足を寄せつつ揖 

（１０センチ屈する） 

６、８歩目は、歩行時より

狭く出す 

７ ８ 

９ 

左足は、右足と並行に出す 

図は被せと言ってNG 

【注意事項】 

【弓礼・弓法問答集】 

二番以下 

①吸う息で左足を的正面に踏み出し、 

②吐く息で上座に向かって右足を踏み出し、 

③吸う息で上座に意を注ぎながら、左足を右足に引き寄せつつ 揖

をする（10 センチ屈体） 

④吐く息で体を起こし、 

⑤吸う息で左足を踏み出す。 

次の射手は前の射手の⑤の踏み出しに合わせて①の足を踏み出し

ます。 

５ ６ 

７ 
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２．本座への進み方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）足の運び方（的正面に向きを変え、本座へ進む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本座 

1 番目に合わせて同時に向きを変る １番は、他の方が向きを

変えやすいように少しゆっく

り向きを変える 

本座 

1 

２ 

３ ４ 

３０～４０ｃｍ 

座った時に膝頭が

本座に合うように

する 

 

 
 

 
 

半足を引く

ので、右膝

が先に着く 

半足引く 

先に着いた右膝を前

に滑らせて、左膝と

揃える 

宮平弓道場の場合は、５番目は、揖の後、 

真っ直ぐに進む 

本座に着いたら、左膝を数センチ浮かして待つ 

【注意事項】 

両かかとを着ける 

両膝間隔 男性：一拳 

女性：付ける 

曲がるときは、小足にⅬ字形に踏み出す 
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【本座から射位への進み方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

左膝を浮かしたまま、両膝を締めつつ腰を切る 

弓は、床に着けたまま 

腰を切る 

左膝を立て、真っ直ぐに立つ 

１０ｃｍで立ち終える頃

に弓が床から離れる 

射位 

1 

２ 

３ ４ 

３０～４０ｃｍ 

座った時に膝頭が

本座に合うように

する 

 

本座 

 
 

 
 

半足を引く

ので、右膝

が先に着く 

半足引く 

先に着いた右膝を前

に滑らせて、左膝と

揃え腰を切る 

本座 

【注意事項】 

・呼吸に足を合わせる 

射位 
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【的正面から脇正面へ向きを変える】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

射位 

先に着いた右膝を前に滑らせて、左膝

を揃え、腰を切る 

腰を切る 

射位 

① 左膝頭を右膝頭に被せる（直角） 

 
 

射位 

② 腰を落とす（右足を左足に寄せる） 

【注意事項】 

腰を落とす（但し、お尻とかかとを浮かす）と同時に 

・左足と右足が着く 

・脇正面に向き終える 

※弓の先は目線の高さのまま 

 

的 

腰を切ると同時に弓を目線の高さにする 
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【退場方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次の立の 1 番目が控えているつも

りで、弓に袴が掛からない様に 

射位 

本座 

控えの１番目の弓先の前をめがけて進む 

１歩後ろに下がる 

本座を過ぎた頃に

出口に向かう 
曲がり方は、直角でも良

いとされている 

【注意事項】 

落ちの人は、射位へ向かう際、前の立の

落ちとぶつからない様にすること 
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２ 
方向を変える位置は、 

・退場口の中心に体 

・弓の先が退場口に近づい

た時 

1 

３ 

5 

６ 

７ 

３ ４ 

【注意事項】 

右足を寄せると同時にゆを行う③ 

７歩目で出る 

退場口（敷居）

を踏まない 

退場口を出ても気合を入れたまま数歩進む 

２歩目は、小足 

退場口 

【弓礼・弓法問答集】 

（退場） 

退場口の手前（末弭が敷居に届く辺り）で右足に対して

左足をＬ字型に上座方向に小足に踏み、右足を寄せると

同時に上座に揖。 

体を起こし、退場口に向きを変えながら右足、左足と歩

行して最後に右足で敷居をまたぎ退場します。 
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【矢番え】 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

甲矢 乙矢 

矢を組む 

⇩ 

羽を見る 

（甲矢乙矢の選別） 

⇩ 

甲矢を取る 

⇩ 

顔を戻す 

 ⇩ 

矢を送り出す 

（礼射系：筈を取る） 

（武者系：矢の半分を取り、送出し後

→筈を取る） 

※目線は、顔を戻した後、右手を追う 

※両肘が下がらないこと 

⇩ 

矢を番える 

矢を組む（矢を取る） 

⇩ 

矢を送り出す 

（礼射系：筈を取る） 

（武者系：矢の半分を取り、送出し後

→筈を取る） 

※目線は、矢を送り出す際右手を追う 

※両肘が下がらないこと 

⇩ 

矢を番える 

※１足の方は、矢越しをしないこと 

 

  

弓の下成の場を持ち 

弦を返す 
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更新履歴 

・11/17 

p.1： 奥武山弓道場の場合、２番目以降の修正 

ｐ４、ｐ５、ｐ６： 的の図を削除 

 

・11/24 

 p.3：入場時の歩数修正 

 

・7/〇 

 p2、p4：歩行時の曲がり方 半足→小足へ修正 

  


